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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 1,635 28.3 120 92.3 110 136.5 67 272.6

2021年12月期第１四半期 1,274 － 62 － 46 － 18 －

（注）包括利益 2022年12月期第１四半期 82百万円（163.5％） 2021年12月期第１四半期 31百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第１四半期 8.95 8.87

2021年12月期第１四半期 2.85 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 5,356 2,875 53.3

2021年12月期 5,442 2,817 51.4

（参考）自己資本 2022年12月期第１四半期 2,856百万円 2021年12月期 2,798百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年12月期 －

2022年12月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

１．2022年12月期第１四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年３月31日）

（注）１．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期
　　　　　首から適用しており、2022年12月期第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値
　　　　　となっております。
　　　２．当社は、2020年12月期第１四半期については連結財務諸表を作成していないため、2021年12月期第１四半期の
　　　　　対前年同四半期増減率については記載しておりません。
　　　３．2021年12月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、
　　　　　当社株式は2021年12月期第１四半期末において非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しており
　　　　　ません。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首か
　　　ら適用しており、2022年12月期第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっ
　　　ております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,784 16.4 659 20.0 651 32.1 421 33.0 55.62

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期１Ｑ 7,625,500株 2021年12月期 7,580,500株

②  期末自己株式数 2022年12月期１Ｑ 48株 2021年12月期 48株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期１Ｑ 7,593,644株 2021年12月期１Ｑ 6,388,500株

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首か
ら適用しており、2022年12月期の連結業績予想は、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関す

る定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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サービスの名称

前第１四半期連結累計期間

（自　2021年１月１日

　　至　2021年３月31日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2022年１月１日

　　至　2022年３月31日）

前年同期比

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 増減率（％）

プロダクトサービス 571,806 44.9 957,340 58.5 ＋385,533 67.4

プロフェッショナル

サービス
702,974 55.1 678,232 41.5 △24,742 △3.5

合計 1,274,781 100.0 1,635,572 100.0 ＋360,791 28.3

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染再拡大の影響、原材料や原油価格

の上昇、急激な円安進行など、依然として先行きは不透明で予断を許さない状況となっています。

　当社グループが属する情報サービス業界においては、企業におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の

推進やクラウド型サービスへの移行といったニーズを背景に、様々な情報サービスに対する期待が益々高まってお

ります。

　このような環境のもと、当社グループは、デジタルビジネスプラットフォーム LaKeel DX及びこのプラットフォ

ーム上で稼働する製品群 LaKeel Appsを提供し、顧客企業のデジタル化・DX推進をサポートしております。LaKeel 

DXは、ソフトウェアを部品として開発しこれを組み合わせてシステムを作るという当社独自の技術による開発手法

を採用しており、顧客企業は自社の業務に合ったシステムを短期間で開発することが可能になるという製品です。

引き続きLaKeel製品のラインナップや機能の拡充に努め、プロダクトサービスを中心に事業を展開してまいりま

す。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,635,572千円（前年同期比28.3％増）、営業利益は120,414

千円（同92.3％増）、経常利益は110,227千円（同136.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は67,952千円

（同272.6％増）となりました。

　また、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間

の期首から適用しております。なお、詳細は「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に

関する注記事項（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準の適用）」に記載のとおりであります。

　なお、当社グループはLaKeel事業の単一セグメントのため、セグメントごとの記載はしておりませんが、サービ

ス別の売上高は次のとおりであります。

　プロダクトサービスの売上高は957,340千円（前年同期比67.4％増）となりました。LaKeel製品の新規ライセンス

販売とサブスクリプションによる使用料収入、及びこれに付随するコンサルティングサービスが大きく成長してお

ります。

　プロフェッショナルサービスの売上高は678,232千円（前年同期比3.5％減）となりました。新規開発の受注抑制

やプロダクトサービスへの移行等による減少がありましたが、過去に当社が提供した既存システムの保守運用によ

るリカーリングレベニューが安定した収益基盤となっております。

（２）財政状態に関する説明

　（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は3,817,582千円と前連結会計年度末比59,161千円の減少となりま

した。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産（前連結会計年度は受取手形及び売掛金）が46,042千円減少した

ことによるものであります。また、固定資産は1,538,562千円と前連結会計年度末比27,243千円の減少となりまし

た。これは主にLaKeel製品のソフトウエア及びのれん等の減価償却により無形固定資産が39,265千円減少したこと

によるものであります。

　この結果、総資産は5,356,144千円と前連結会計年度末比86,405千円の減少となりました。
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　（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,818,348千円と前連結会計年度末比130,132千円の減少となり

ました。これは主に法人税等の確定申告納付等により未払法人税等が121,018千円減少したことによるものでありま

す。固定負債は662,460千円と前連結会計年度末比14,120千円の減少となりました。これは主に借入金返済により長

期借入金が8,568千円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は2,480,808千円と前連結会計年度末比144,252千円の減少となりました。

　（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の合計は2,875,335千円と前連結会計年度末比57,847千円の増加と

なりました。これは主に利益剰余金が38,564千円増加したことと、為替換算調整勘定が14,645千円増加したことに

よるものであります。なお、利益剰余金の増加は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による67,952千円の

増加と、当第１四半期連結会計期間の期首より前に収益認識会計基準等を遡及適用した場合の累積的影響額による

29,388千円の減少によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年12月期の連結業績予想につきましては、2022年２月14日に公表いたしました「2021年12月期　決算短信」

における連結業績予想から変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,570,866 2,579,536

受取手形及び売掛金 1,186,991 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,140,948

仕掛品 2,618 426

その他 116,267 96,671

流動資産合計 3,876,744 3,817,582

固定資産

有形固定資産

建物 182,682 182,907

減価償却累計額 △27,499 △30,507

建物（純額） 155,182 152,400

工具、器具及び備品 72,865 76,018

減価償却累計額 △50,079 △53,949

工具、器具及び備品（純額） 22,785 22,068

リース資産 108,026 108,026

減価償却累計額 △46,900 △52,861

リース資産（純額） 61,126 55,165

有形固定資産合計 239,094 229,634

無形固定資産

のれん 470,542 461,925

ソフトウエア 469,867 427,508

ソフトウエア仮勘定 － 13,359

その他 59,283 57,633

無形固定資産合計 999,692 960,427

投資その他の資産

敷金及び差入保証金 303,098 307,011

繰延税金資産 23,919 41,259

その他 － 229

投資その他の資産合計 327,017 348,499

固定資産合計 1,565,805 1,538,562

資産合計 5,442,549 5,356,144

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 248,758 255,869

短期借入金 600,000 600,000

１年内返済予定の長期借入金 186,829 164,609

リース債務 23,304 22,904

未払金 79,463 59,380

未払費用 104,641 67,880

未払法人税等 180,240 59,221

未払消費税等 96,378 94,041

前受金 306,326 －

契約負債 － 353,683

賞与引当金 38,458 86,428

その他 84,080 54,329

流動負債合計 1,948,480 1,818,348

固定負債

長期借入金 584,308 575,740

リース債務 40,459 34,907

資産除去債務 51,813 51,813

固定負債合計 676,580 662,460

負債合計 2,625,061 2,480,808

純資産の部

株主資本

資本金 1,011,888 1,014,138

資本剰余金 1,119,836 1,122,086

利益剰余金 647,494 686,059

自己株式 △110 △110

株主資本合計 2,779,109 2,822,174

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 19,617 34,262

その他の包括利益累計額合計 19,617 34,262

新株予約権 600 600

非支配株主持分 18,161 18,299

純資産合計 2,817,488 2,875,335

負債純資産合計 5,442,549 5,356,144
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

売上高 1,274,781 1,635,572

売上原価 889,001 1,127,119

売上総利益 385,779 508,453

販売費及び一般管理費 323,159 388,039

営業利益 62,620 120,414

営業外収益

受取利息 21 25

助成金収入 － 6,254

その他 142 98

営業外収益合計 163 6,378

営業外費用

支払利息 2,422 2,003

為替差損 13,762 14,561

その他 0 0

営業外費用合計 16,184 16,565

経常利益 46,598 110,227

税金等調整前四半期純利益 46,598 110,227

法人税、住民税及び事業税 47,892 47,301

法人税等調整額 △18,685 △4,369

法人税等合計 29,207 42,932

四半期純利益 17,391 67,295

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △844 △657

親会社株主に帰属する四半期純利益 18,235 67,952

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

四半期純利益 17,391 67,295

その他の包括利益

為替換算調整勘定 14,011 15,440

その他の包括利益合計 14,011 15,440

四半期包括利益 31,403 82,735

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 31,526 82,598

非支配株主に係る四半期包括利益 △122 137

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下の通りです。

１．履行義務の識別及び取引価格の配分

　初年度の保守サービスを含むソフトウエアライセンス製品について、従来は一時点で収益を認識しておりまし

たが、ソフトウエアライセンスと保守サービスを別個の履行義務と識別した上で独立販売価格を基礎として取引

価格を配分し、保守サービス分については履行義務を充足するにつれて、収益を一定の期間にわたり認識する方

法に変更しております。

２．工事契約に係る収益認識

　当社グループが受託するソフトウエア開発等に関して、従来は、進捗部分について成果の確実性が認められる

一部のソフトウエア開発については工事進行基準を適用し、その他のものについては工事完成基準を適用してお

りましたが、当第１四半期連結会計期間より、一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務の

充足に係る進捗率を合理的に見積り、その進捗率に基づいて一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更して

おります。履行義務の充足に係る進捗率の見積り方法は、見積総原価に対する発生原価の割合(インプット法)で

算出しております。なお、重要性の乏しい工事契約については、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識し

ております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞ

れ7,386千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は29,388千円減少しております。

　また、収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示

していた「受取手形及び売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含め

て表示することとし、「流動負債」に表示していた「前受金」は、当第１四半期連結会計期間より「契約負債」

に含めて表示しております。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、当第１四半期連結累計期間

の損益に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定に

ついて重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

　当社グループは、LaKeel事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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